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稚
内
市
の
人
口

－     3人人口　男　19,208人

－   23人　　　女　19,968人

－   26人　　　計　39,176人

±     0世帯世帯数　　18,902世帯
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中心市街地に新しい光中心市街地に新しい光！！

稚内駅前再開発ビル（第１期）が稚内駅前再開発ビル（第１期）が完完成成

屋外設備

太陽光パネル　

写真／④

ビル裏（南側部分）には、30枚の

太陽光パネルが設置され、環境に配

慮しています。発電された電力は、1

階吹き抜け共用部分の照明やエレ

ベーター等に使用されます。

稚
内
駅
前
地
区
市
街
地
再
開

発
組
合
（
駅
前
再
開
発
組
合
）

が
事
業
者
と
し
て
Ｊ
Ｒ
稚
内
駅

前
に
建
設
し
て
い
た
駅
前
再
開

発
ビ
ル
西
側
部
分
（
国
道
　
号
４０

側
）
の
第
１
期
工
事
が
、
こ
の

た
び
完
成
し
ま
し
た
。

同
ビ
ル
は
、
工
事
を
第
１
期

と
第
２
期
に
分
け
て
行
っ
て
い

ま
す
。

今
回
、
完
成
し
た
ビ
ル
の
1

階
に
は
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

ビ
ル
管
理
事
務
所
、
コ
ン
ビ
ニ
、

２
階
に
映
画
館
「
Ｔ
・
ジ
ョ
イ

稚
内
」
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

施
設
内
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い

て
は
、
映
画
館
が
５
月
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
コ
ン
ビ
ニ
に
つ

い
て
は
、
６
月
以
降
を
予
定
し

て
お
り
現
在
は
、
最
終
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
再
開
発
ビ
ル
の

駐
車
場
、
歩
道
な
ど
の
整
備
、

新
た
に
東
側
に
移
設
さ
れ
る
稚

内
駅
の
新
駅
舎
建
設
工
事
が
行

わ
れ
、
引
続
き
駅
前
広
場
・
駅

前
交
差
点
な
ど
を
整
備
す
る
予

定
で
す
。

ま
た
、
同
ビ
ル
東
側
部
分

（
第
２
期
工
事
）
は
、
平
成
　
年
２３

度
に
着
工
す
る
予
定
で
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
含
む
高
齢
者
住
宅
棟
、
物

販
・
飲
食
フ
ロ
ア
ー
な
ど
が
新

し
い
稚
内
駅
と
一
体
的
に
整
備

さ
れ
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
平
成

　
年
の
春
の
予
定
で
す
。

２４※
完
成
し
た
ビ
ル
内
に
配
置
さ

れ
る
各
施
設
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

煙
駅
前
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　
市
都
市
再
生
対
策
課

　
緯
２
３
―
６
４
６
６

煙
駅
前
再
開
発
ビ
ル
に
つ
い
て

　
駅
前
再
開
発
組
合

　
緯
７
３
―
４
６
６
０

※写真①、②、③は、駅前再開発組合より提供③

１階

パサージュ（共用部）

写真／①、②、③

光を集め明るく広い

空間を演出しています。

ビル内は、全ての人が

安心して利用できるよ

うなユニバーサルデザ

インを随所に取り入れ

ています。

②

①

④④
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３

　
１

　
３
月
２
日
、
第
２
回
市
議
会

定
例
会
が
開
会
し
、
横
田
市
長

は
、
市
政
執
行
方
針
の
中
で
、

「
第
四
次
総
合
計
画
」
が
目
指
す

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。　
平
成

　
年
度
で
は
次
の
３
つ
の
基
本

２２方
針
を
掲
げ
、
各
種
の
施
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
の

中
か
ら
重
点
的
に
取
り
組
む
主

な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

【
３
つ
の
基
本
方
針
】

①
「
経
済
の
活
性
化
、
産
業
振

興
と
雇
用
対
策
」

②
「
市
民
と
協
働
で
進
め
る
安

心
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

③
「
環
境
と
調
和
し
た
地
域
社

会
の
形
成
」

　
総
合
計
画
の
体
系
に
基
づ
く

６
つ
の
分
野
ご
と
の
視
点
と
取

り
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
地
域
経
営
（
自
治
）】

「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」

◆
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

　
　
　
　
　
２
，
５
０
７
万
円

　「
稚
内
み
な
と
南
極
ま
つ
り

　
回
記
念
事
業
」
を
は
じ
め
、

５０「
日
ロ
友
好
会
館
落
成
　
周
年

３０

記
念
事
業
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
推
進

事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

５７

◆
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
助
成
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
３
５
０
万
円

　
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
の
誘
致
を
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

「
人
と
自
然
が
共
生
し
た
環
境

社
会
の
実
現
」

◆
環
境
基
本
計
画
推
進
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

３５

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」

◆
広
報
紙
の
発
行
　

　
　
　
　
　
２
，
１
１
０
万
円

　
広
報
紙
の
編
集
・
発
行
業
務

の
一
部
を
地
元
大
学
に
委
託
し
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
魅
力
的
な

紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

◆
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
へ
の
支

援
　
　
　
　
　
　
４
４
３
万
円

　
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
全
市
的
な
「
ま
ち

づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
、
よ
り
一
層
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
組
織
と
し
て
の
機
能
を
高

め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
事
業
　
　
　
１
２
６
万
円

　「
生
涯
学
習
計
画
」
に
基
づ
き
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生

涯
を
通
じ
て
誰
も
が
学
び
合
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

３０

　
情
報
提
供
や
講
演
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
の
意
識
が
醸
成
さ
れ
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

【
教
育
・
文
化
】

「
学
校
教
育
の
推
進
」

◆
特
別
教
育
支
援
員
配
置
事
業

　
　
　
　
　
２
，
２
３
９
万
円

◆
夢
広
が
る
学
校
づ
く
り
推
進

事
業
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

◆
科
学
文
化
鑑
賞
等
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
６
４
０
万
円

◆
学
力
向
上
対
策
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
９
５
２
万
円

　
教
育
に
携
わ
る
全
て
の
人
々

の
力
を
結
集
し
、
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
、
き
め
細
か
な
教
育

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
学
力
の

向
上
へ
と
繋
が
る
実
効
性
の
あ

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
学
校
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
４
，
１
１
３
万
円

　
稚
内
東
中
学
校
改
築
の
実
施

設
計
に
着
手
し
、
小
中
一
貫
教

育
の
モ
デ
ル
校
と
し
て
新
た
な

学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
社
会
教
育
の
充
実
」

◆
図
書
館
蔵
書
管
理
シ
ス
テ
ム

等
更
新
事
業
　

　
　
　
　
　
１
，
０
１
０
万
円

◆
移
動
図
書
館
車
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
１
，
３
８
０
万
円

　
図
書
館
機
能
を
充
実
さ
せ
、

巡
回
車
両
を
更
新
し
ま
す
。

【
保
健
・
医
療
・
福
祉
】

「
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
医
療

の
充
実
」

◆
市
立
稚
内
病
院
の
整
備
　
　

　
　
　
　
　
２
億
８
０
６
万
円

　
機
能
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、

圏
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

◆
開
業
医
誘
致
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
万
円

　
地
域
医
療
を
確
保
す
る
た
め

開
業
に
向
け
て
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

◆
健
康
増
進
普
及
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
１
７
７
万
円

　
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
推
進

事
業
を
推
進
し
て
、
自
殺
の
防

止
に
努
め
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
生

ま
れ
育
つ
環
境
づ
く
り
」

◆
親
子
健
康
支
援
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
５
８
５
万
円

　
育
児
不
安
の
解
消
等
を
行
う

た
め
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

事
業
」
な
ど
を
継
続
し
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
」

◆
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
　

　
　
　
５
億
１
，
７
５
１
万
円

　
４
月
か
ら
国
の
施
策
に
よ
り

創
設
さ
れ
ま
す
。

「
支
え
あ
い
誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

◆
命
の
バ
ト
ン
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

70

　
か
か
り
つ
け
の
病
院
や
服
用

内
容
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
、
高

齢
者
の
必
要
な
情
報
を
納
め
て

保
管
し
て
お
く
キ
ッ
ト
を
配
付

す
る
「
命
の
バ
ト
ン
事
業
」
を

開
始
し
ま
す
。

【
環
境
・
生
活
】

「
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
環
境

づ
く
り
」

◆
小
型
除
雪
機
貸
出
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
円

８３

　
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
で
助
け
合
い
の
除
雪
に
使
用

で
き
る
よ
う
、
小
型
除
雪
機
を

貸
出
し
ま
す
。

◆
火
葬
場
整
備
事
業
　

　
　
　
　
　
９
，
３
７
４
万
円

　
火
葬
場
の
待
合
室
の
増
築
、

駐
車
場
の
拡
幅
等
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

「
循
環
型
社
会
の
形
成
、
環
境

美
化
へ
の
取
り
組
み
」

◆
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事

業
　
　
　
　
　
　
１
０
６
万
円

　
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ミ
ナ
ー

開
催
な
ど
を
通
じ
て
「
環
境
都

市
宣
言
」
を
行
い
ま
す
。

◆
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設
建
設

事
業
　
５
億
６
，
５
６
５
万
円

　
平
成
　
年
度
の
供
用
開
始
を

２４

目
指
し
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

【
都
市
基
盤
】

「
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
た
ま

ち
づ
く
り
」

◆
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再

生
総
合
事
業
　

　
　
　
　
　
１
，
１
３
５
万
円

　
空
港
、
宗
谷
岬
間
に
地
球
環

境
に
配
慮
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
、
様
々

な
実
証
実
験
か
ら
、
地
域
の
公

共
交
通
体
系
を
十
分
検
討
し
、

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。　

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

◆
防
災
情
報
収
集
・
伝
達
事
務

　
　
　
　
　
　
　
１
９
６
万
円

　
消
防
庁
と
結
ば
れ
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
併

せ
、
災
害
・
避
難
情
報
を
携
帯

電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
メ
ー
ル
で

人
が
行
き
交
う
環
境
都
市

わ
っ
か
な
い
の
実
現
に
向
け
て

　
　
　
　
　
平
成
　
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

２２

　
５

　
４

　
２

重

点

化

施

策

市政執行方針を述べる横田市市政執行方針を述べる横田市長長

東中学校新校舎の完成予想東中学校新校舎の完成予想図図

開業医誘致助成条例の助成第１開業医誘致助成条例の助成第１号号
となった西岡整形外科クリニッとなった西岡整形外科クリニックク

誘致活動の成果が現れているスポーツ合誘致活動の成果が現れているスポーツ合宿宿
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配
信
す
る
な
ど
、
情
報
伝
達
手

段
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

「
調
和
の
と
れ
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
」

◆
稚
内
駅
周
辺
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
　

　
　
　
２
億
５
，
５
１
７
万
円

◆
稚
内
駅
周
辺
道
路
整
備
事
業

　
　
　
１
億
５
，
８
９
０
万
円

　
稚
内
駅
周
辺
を
本
市
の
玄
関

口
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
な
る
よ
う
整
備
を
図
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
全
体
を
、
多
く
の

市
民
や
観
光
客
が
集
う
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
場
と
し
て
い
く
た
め

に
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

◆
都
市
計
画
決
定
事
業

　
　
　
　
　
１
，
７
０
１
万
円

　
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
、
将
来
展
望
に
立
っ
た
望

ま
し
い
都
市
形
成
を
図
っ
て
い

く
た
め
に
都
市
計
画
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

◆
公
営
住
宅
建
設
事
業
　

　
　
　
２
億
３
，
７
９
６
万
円

　
ま
ち
な
か
居
住
へ
の
先
導
的

な
役
割
を
果
た
す
宝
来
団
地
の

２
棟
目
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。

◆
稚
内
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
１
，
１
０
０
万
円

　
平
成
　
年
度
に
策
定
し
た

２１

「
稚
内
公
園
整
備
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

◆
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
設
備
更

新
事
業
　

　
　
　
　
　
２
億
４
１
０
万
円

　
民
間
放
送
事
業
者
と
と
も
に

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
中

継
局
等
の
整
備
を
進
め
、
難
視

聴
地
域
解
消
を
図
り
ま
す
。

【
産
業
振
興
】

「
自
然
を
活
用
し
た
産
業
の
体

質
強
化
」

◆
資
源
育
成
強
化
対
策
事
業
補

助
金
　
　
　
　
　
３
２
５
万
円

　
ホ
タ
テ
、
ウ
ニ
、
ナ
マ
コ
の

種
苗
生
産
、
中
間
育
成
、
放
流

等
の
増
養
殖
事
業
を
引
き
続
き

支
援
し
ま
す
。

◆
農
業
経
営
安
定
化
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
３
０
１
万
円

　
安
定
的
な
飼
料
調
達
を
行
う

た
め
の
デ
ン
ト
コ
ー
ン
栽
培
や
、

土
壌
改
良
剤
の
購
入
費
用
に
対

す
る
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

◆
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再

生
事
業
　
　
　
　
７
６
０
万
円

　
将
来
の
森
林
資
源
の
増
加
に

効
果
的
な
事
業
を
進
め
ま
す
。

◆
稚
内
ブ
ラ
ン
ド
創
出
事
業
　

　
　
　
　
　
　
　
１
８
８
万
円

　
本
市
の
優
れ
た
農
水
産
物
を

全
国
に
発
信
し
て
い
く
た
め
、

地
域
団
体
商
標
を
取
得
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

本
市
独
自
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制

度
を
創
設
し
、
認
証
品
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
行
い
ま
す
。

「
中
小
企
業
の
振
興
」

◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
利
子

補
給
事
業
　
　
　
６
１
８
万
円

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
に

対
す
る
利
子
補
給
を
実
施
し
ま

す
。

「
観
光
振
興
」

◆
誘
致
宣
伝
事
業
　

　
　
　
　
　
２
，
９
７
０
万
円

　
　
年
度
を
、
本
市
「
観
光
再

２２
生
の
元
年
」
と
位
置
付
け
、
従

来
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、「
稚
内
市
観
光
振
興

計
画
」
に
基
づ
い
た
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
整
備
、
誘
致
宣
伝
を

進
め
、
観
光
産
業
の
低
迷
か
ら

脱
却
を
図
り
ま
す
。

「
サ
ハ
リ
ン
と
の
経
済
交
流
」

◆
稚
内
・
コ
ル
サ
コ
フ
定
期
航

路
利
用
促
進
協
議
会
負
担
金
　

　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
万
円

　「
稚
内
コ
ル
サ
コ
フ
定
期
航

路
利
用
促
進
合
同
会
議
」
と
「
友

好
都
市
経
済
交
流
促
進
会
議
」

を
開
催
し
、
サ
ハ
リ
ン
と
相
互

の
経
済
発
展
の
た
め
の
協
議
を

行
い
ま
す
。

　
全
文
を
一
部
要
約
し
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

①
生
ご
み
中
間
処
理
施
設

整
備
・
運
営
事
業

　
昨
年
６
月
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基

づ
く
特
定
事
業
と
し
て
選
定
し
、

　
月
　
日
に
「
大
林
組
グ
ル
ー

１２

２１

プ
」
を
本
事
業
の
落
札
者
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
１
月
７
日
に
は
、

本
市
と
事
業
グ
ル
ー
プ
を
構
成

す
る
３
企
業
と
の
間
で
事
業
実

施
に
係
る
基
本
協
定
を
締
結
し
、

２
月
　
日
に
特
別
目
的
会
社

１０

「
稚
内
エ
ネ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

社
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
施
設
は
、
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
等
を
破
砕
及
び

微
生
物
発
酵
に
よ
り
減
容
化
を

行
う
施
設
で
、
発
生
し
た
メ
タ

ン
ガ
ス
は
、
発
電
や
温
水
熱
源

と
す
る
他
、
ご
み
収
集
車
両
の

燃
料
と
し
て
利
用
し
、
残
渣
に

つ
い
て
は
、
堆
肥
補
助
材
と
し

て
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
平
成
　
年
度
か
ら

２２

２
年
間
で
施
設
整
備
を
行
い
、

平
成
　
年
４
月
か
ら
の
供
用
開

２４

始
を
目
指
し
ま
す
。

 ②
観
光
振
興
計
画
の
策
定

　
本
市
の
観
光
客
入
込
数
は
、

平
成
　
年
度
を
ピ
ー
ク
に
年
々

１４

減
少
を
続
け
て
お
り
、
観
光
の

振
興
に
向
け
て
は
、
現
代
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
施
策
を
打
ち

出
し
、
具
体
的
に
展
開
す
る
方

向
性
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
策
定
し
た
「
稚
内

市
観
光
振
興
計
画
」
で
は
、「
観

光
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

観
光
地
と
し
て
の
受
入
基
盤
整

備
と
、
観
光
誘
致
宣
伝
体
制
の

確
立
を
２
本
の
柱
と
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
は
行
政
だ
け
の

力
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
観
光
業
界
の
み
な
ら
ず
、

オ
ー
ル
稚
内
で
そ
れ
ら
を
一
つ

ひ
と
つ
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
平
成
　
年
度
を
「
稚
内
観
光

２２

再
生
の
元
年
」
と
位
置
付
け
、

多
く
の
方
々
に
稚
内
を
訪
れ
て

い
た
だ
く
た
め
、
市
民
と
行
政

が
力
を
あ
わ
せ
て
ま
ち
に
賑
わ

い
を
創
出
す
る
よ
う
、
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

 ③
稚
内
市
中
小
企
業
政
策

審
議
会
の
答
申

　
昨
年
７
月
、
稚
内
市
中
小
企

業
政
策
審
議
会
に
「
稚
内
市
の

中
小
企
業
振
興
策
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
諮
問
し
、
５
回
の
審

議
会
を
経
て
、
本
年
１
月
　
日
２７

に
最
終
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
本
市
の
中
小

企
業
を
と
り
ま
く
現
状
と
課
題

を
整
理
・
分
析
し
、
様
々
な
角

度
か
ら
検
討
を
加
え
、
本
市
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
提
言
を
い

た
だ
き
、
中
で
も
３
つ
の
振
興

策
を
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
助
成
金

制
度
の
創
設
」

②
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
創
出
事
業

の
実
施
」

③
「
起
業
・
創
業
や
新
サ
ー
ビ

ス
創
出
を
促
す
取
組
み
と
支
援

の
充
実
」

　
本
市
と
し
て
は
、
そ
の
実
施

に
向
け
た
検
討
を
行
い
、
順
次

制
度
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

④
稚
内
駅
前
地
区
再
開
発

事
業
の
進
捗
状
況

　「
稚
内
駅
前
地
区
市
街
地
再

開
発
組
合
」
が
建
設
中
の
再
開

発
ビ
ル
は
、
支
障
物
件
で
あ
っ

た
ホ
テ
ル
の
解
体
工
事
が
本
年

１
月
末
に
終
了
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
５
月
に
オ
ー
プ

ン
を
予
定
し
て
い
る
、
第
１
期

分
の
建
設
工
事
は
、
最
終
工
程

に
入
っ
て
お
り
順
調
に
進
め
ら

れ
、
５
月
初
旬
に
映
画
館
の

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
段
取
り
と

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
バ
ス
事
業

者
及
び
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
は
、

６
月
以
降
、
駅
前
広
場
や
再
開

発
ビ
ル
の
整
備
状
況
に
合
わ
せ

て
、
順
次
、
入
居
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
が
実
施
す
る
駅
前
広

場
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
分
の
土
地
取
得
と
建
物
の

移
転
補
償
契
約
を
終
え
、
旧
西

條
百
貨
店
に
つ
い
て
は
既
に
解

体
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
６
月

か
ら
８
月
上
旬
に
は
宗
谷
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
転
と
解
体
を

予
定
し
て
お
り
、
残
る
２
件
に

つ
い
て
も
順
次
、
解
体
す
る
予

定
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
稚
内
駅
の
建
替
え
は
、

旧
鉄
路
の
終
端
約
　
m
の
短
縮

５０

工
事
を
終
え
、
７
月
か
ら
新
駅

舎
の
建
設
が
開
始
さ
れ
、
平
成

　
年
春
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

２３

平成22年度当初予算

（減）

220億2,500万円

87億1,360万円

97億4,400万円

404億8,260万円

1.0％

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

前年度比

平成21年度3月補正予算

（減）

（減）

（減）

（増）

1億5,950万6千円

2億3,927万1千円

1億5,861万9千円

2億3,838万4千円

1.5％

一般会計

特別会計

企業会計

合　　計

前年度比

一
般
行
政
報
告

　
６

平成24年に供用開始を目指平成24年に供用開始を目指すす
生ごみ中間処理施生ごみ中間処理施設設

２棟目の建設に着手す２棟目の建設に着手するる
宝来団宝来団地地

※
予
算
額
は
、
千
円
以
下
を

四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。
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◆
中
心
市
宣
言
を
行
い
ま
し
た

　
平
成
　
年
３
月
２
日
、
本
市

２２

は
周
辺
の
町
村
（
猿
払
村
、
浜

頓
別
町
、
中
頓
別
町
、
枝
幸
町
、

豊
富
町
、
礼
文
町
、
利
尻
町
、

利
尻
富
士
町
、
幌
延
町
）
と
連

携
し
、
地
域
全
体
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
定
住

自
立
圏
の
形
成
を
目
指
し
、
そ

の
中
心
的
役
割
を
担
う
た
め
、

定
住
自
立
圏
構
想
「
中
心
市
宣

言
」
を
行
い
ま
し
た
。

◆
中
心
市
・
中
心
市
宣
言
と
は
 

　
生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
に

つ
い
て
既
に
一
定
の
集
積
が
あ

り
、
周
辺
市
町
村
の
住
民
も
そ

の
機
能
を
活
用
し
て
い
る
よ
う

な
都
市
を
中
心
市
（
全
国
２
４

３
市
、
う
ち
道
内
　
市
）
と
呼

１３

び
、
周
辺
に
あ
る
市
町
村
と
地

域
全
体
に
お
け
る
人
口
定
住
の

た
め
に
連
携
し
よ
う
と
す
る
中

心
市
が
、
圏
域
と
し
て
必
要
な

生
活
機
能
の
確
保
に
関
し
て
中

心
的
な
役
割
を
担
う
意
思
を
有

す
る
こ
と
等
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、「
中
心
市
宣
言
書
」
を
作

成
し
、
公
表
す
る
こ
と
を
中
心

市
宣
言
と
い
い
ま
す
。 

　
中
心
市
宣
言
書
に
は
、
地
域

全
体
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う

と
い
う
意
思
、
都
市
機
能
の
集

積
等
、
周
辺
市
町
村
と
連
携
す

る
こ
と
を
想
定
す
る
取
り
組
み
、

連
携
す
る
意
思
を
有
す
る
市
町

村
の
名
称
な
ど
を
記
載
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
定
住
自
立
圏
構
想
と
は
 

　
現
在
、
日
本
で
は
少
子
化
・

高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お

り
、
今
後
は
三
大
都
市
圏
に
お

い
て
も
地
方
圏
に
お
い
て
も
人

口
が
減
少
し
、
過
密
な
き
過
疎

の
時
代
が
来
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
地
方
の
自
治
体
で

は
、
安
心
し
て
定
住
す
る
た
め

に
必
要
な
生
活
機
能
を
単
独
で

フ
ル
セ
ッ
ト
で
揃
え
ら
れ
な
い

と
い
う
事
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
定
住
自
立
圏
構
想
は
、
複
数

の
市
町
村
が
互
い
に
役
割
を
分

担
し
て
協
力
・
連
携
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
定
住
」

の
た
め
に
必
要
な

生
活
機
能
を
、
単

体
の
市
町
村
で
は

な
く
総
体
と
し
て
確
保
す
る
と

と
も
に
、「
自
立
」
の
た
め
の
経

済
基
盤
や
地
域
の
誇
り
を
培
い
、

全
体
と
し
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
（
定
住
自
立
圏
）
を
形
成
し
、

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◆
稚
内
市
以
外
に
中
心
市
宣
言

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
？

　
総
務
省
が
指
定
し
て
い
る
全

国
の
２
４
３
（
う
ち
道
内
　
市
）

１３

市
の
う
ち
、
３
月
　
日
現
在
、

２５

全
国
で
　
市
が
中
心
市
宣
言
を

４９

し
て
い
ま
す
。
道
内
で
は
、
小

樽
市
、
釧
路
市
、
室
蘭
市
、
旭

川
市
に
続
き
、
本
市
が
中
心
市

宣
言
を
し
て
５
番
目
と
な
り
ま

し
た
。

◆
今
後
の
予
定

　
今
後
は
、
中
心
市
で
あ
る
市

と
９
町
村
と
の
間
で
協
議
を
進

め
、
３
つ
の
視
点
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
１
対
１
で

「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
結

ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
協
定
締
結
に
よ
っ
て
定
住
自

立
圏
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

が
連
携
協
力
し
て
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
協
定
内
容
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

や
圏
域
全
体
の
将
来
像
を
示
し

た
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
政
策
経
営
室

　
☎
２
３
―
６
１
８
７

中心市宣言（抜粋）

　宗谷圏域は、稚内市と隣接する豊富町、猿
払村、周辺の浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
幌延町、さらには離島である礼文町、利尻町、
利尻富士町の10市町村で構成され、豊かな自
然環境を生かした農水産業に加え、観光産業
や多くの歴史・文化を有する地域であります。
この圏域は、住民生活においても密接に関連
しており、本市の医療や教育、商業などの都
市機能は、日常的に周辺町村から利用されて
おり、一方では本市住民が周辺町村の魅力あ
る自然や食、観光地などの恩恵を受けながら
暮らしております。行政事務においても、観
光や消防、福祉分野など多岐にわたって連携
が図られています。
　今後、全国的に少子高齢化社会の進行など
による人口減少や厳しい財政状況の中で、こ
れまでのようにすべての市町村にフルセット
での生活機能を備えることが困難な状況とな
ることが予想されます。将来に亘って安全安
心な住民生活を守り、持続可能なまちづくり
を進めていくために「集約とネットワーク」
の考え方を基本に中心市の都市機能と周辺町
村の地域特有の資源を有効活用し、地域の魅
力を高めることが求められています。それぞ
れの市町村が役割を分担し、機能を充実させ
ることにより、圏域をあげて人口の流出に歯
止めをかけ、活力を削がれないようにしてい
くことで圏域の自立と発展へとつなげること
が重要であります。
　稚内市は、医療や環境、産業など様々な分
野において、中心市として圏域の暮らしに必
要な都市機能の確保に努めるとともに周辺町
村のもつ資源や地域性を活用して、圏域住民
が安全安心に暮らし続けられるよう定住自立
圏の形成を目指していくことを宣言します。

　平成22年3月2日

　　　　　　　稚内市長　横　田　耕　一

※中心市宣言書は、市ホームページのほか、市庁
　舎１階受付、宗谷・沼川支所、図書館、活動拠
　点センターなどでご覧いただけます。
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◆
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の
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点

①
医
療
、
福
祉
、
産
業
な
ど

の
「
生
活
機
能
の
強
化
」
に

関
す
る
こ
と
。

②
地
域
公
共
交
通
な
ど
の

「
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
」
に
関
す
る
こ
と
。

③
人
材
の
育
成
・
交
流
な
ど

の
「
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
」
に
関
す
る
こ
と
。

定住自立圏構想の流れ

中心市宣言
　中心市の要件を満たし、周辺の町村と連携し
ようとする市が、圏域における中心的役割を担
う意思を示す。

↓
定住自立圏形成協定締結
　連携していこうとする取り組みについて、中
心市と各町村の間で１対１の協定を締結する。
（締結にはそれぞれの議会で議決が必要）

↓
定住自立圏共生ビジョン策定
　定住自立圏の将来像や協定に基づき推進する
具体的取り組みを記載した共生ビジョンを中心
市が策定する。

宗
谷
圏
域
の
将
来
を
見
据
え
て

定
住
自
立
圏
構
想
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
市
で
は
こ
の
度
、
定
住
自
立
圏
構
想
の
「
中
心
市
宣
言
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
月
は
、
そ
の
概
要
と
今
後
の
予
定
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

各課からのメッセージ①

　今月から市の各課の概
要を所属長が紹介します。

政策経営室　

　室長　吉 田 一 正

　政策経営室は、市の政
策に関わる業務を束ねているとともに、市
長を補佐し、市の望ましい将来の姿へ導く
という重責を担っています。　それぞれの
分野を担当する6人の若いスタッフととも
に、市民が主役のまちづくりに向けて日々
努力を重ねています。
　ホットな話題としては、先の3月議会で
横田市長が「定住自立圏構想」の中心市宣
言をしましたが、この業務も政策経営室が
担当しています。
　定住自立圏構想は、あまり聞きなれない
言葉かもしれませんが、簡単に言うと宗谷
圏域の広い視野に立って、圏域のことは周
辺の町村と連携・協力しながら地域づくり
をやりましょうということです。
　まずは今住んでいる住民の皆さんが「本
当にここに住んで良かった」と思えるよう
なまちづくりをしていく必要があると
思っていますが、そのためには、市民一人
ひとりが「魅力ある地域形成のために何が
自分にできるのか」を考えて、できること
からやる行動が大切だと思っています。
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検診料金

かくたん検査肺がん大腸がん胃がん

1,000円600円1,500円2,500円40歳未満

500円300円1,000円1,500円40～74歳

1,500円子宮がん

300円超音波検査

1,000円前立腺がん

700円骨粗しょう症

1,000円肝炎ウイルス

会場日月

北宗谷農協沼川支所
24(月)
25(火)

5 増幌コミュニティセンター26(水)

稚内農協勇知支所
27(木)
28(金)

富士見児童会館
保健福祉センター

21(月)

6 保健福祉センター
22(火)
～24(木)

宝来地区活動拠点センター25(金)

対象者受付時間日　　　程検診内容

成人
6：30～
7：30～
8：30～
9：30～
10：30～

4月16日(金)・17日(土)・18日(日)
6月19日(土)・20日(日)・21日(月)
9月16日(木)・17日(金)・18日(土)
平成23年
　　2月4日(金)・5日(土)・6日(日)

※肺がん検診と前立腺がん検診は、特定健康
　診査と同じ日時・会場でも実施します。

バリウムを飲んで、8枚のレン

トゲン写真を撮ります。
胃がん

便の中に血液が混ざっている

かどうか調べます。
大腸がん

胸のレントゲン写真を1枚撮

り、心配な方には「たん」の検

査も合わせて行います。
肺がん

50歳以上の男性
血液検査で腫瘍マーカー(ＰＳ

Ａ)の値を調べます。

前立腺
がん　

20歳以上の女性
8：30～
12：30～

8月28日(土)・29日(日)・30日(月)
11月12日(金)・13日(土)
平成23年2月18日(金)・19日(土)

子宮の入り口の細胞をめん棒
で軽くこすって採取します。
希望の方には超音波検査を行
います。

子宮がん

40歳以上の女性

8：30～
10：00～
12：30～
13：30～

5月21日(金)・22日(土)・23日(日)
7月2日(金)・3日(土)
10月1日(金)
平成23年2月20日(日)

専門医の視触診及びマンモグ

ラフィ(乳房Ｘ線撮影)を行い

ます。

乳がん 8：30～
9：30～
10：30～
12：30～
13：30～
14：30～

11月29日(月)・30日(火)
平成23年1月23日(日)・24日(月)

30歳以上の女性

60歳以上の男性

9：30～
10：30～
13：00～
14：00～
15：00～

9月8日(水)・9日(木)・10日(金)
10月6日(水)・7日(木)・8日(金)

骨密度測定装置を使って腕の

骨の量を調べます。

骨粗しょ
う症　　

成人特定健康診査と同じ日時・会場で実施します。
血液検査でＢ型・Ｃ型肝炎につ

いて調べます。

肝炎ウイ
ルス　　

※子宮がん検診・乳がん検診の検診間隔は2年に1回になります。平成21年度(平成21年4月～平成22年3月)に受診した方は、平成
　22年度は受診できませんのでご了承ください。
※平成21年4月2日～平成22年4月1日の間に、20・25・30・35・40歳になった方に子宮がん検診の無料クーポン券を、40・45・
　50・55・60歳になった方に乳がん検診の無料クーポン券を送付しますのでご利用ください。
※対象者は稚内市に住民登録または外国人登録されている方です。

申込み・検診会場 　市保健課（保健福祉センター）　緯23－4000

乳がん

2,500円40～49歳

2,000円50～74歳

煙煙特定健康診特定健康診査査

・稚内市国民健康保険加入の方は、助成制度により検診料金はかかりません。
・生活保護世帯、市民税非課税世帯の方は、減免制度がありますので申込み時に申請してください。
・75歳以上の方は無料です。

会場日月

保健福祉センター
21(土)
～24(火)

8

保健福祉センター
19(火)
20(水)

10 声問町内会館21(木)

東地区活動拠点センター22(金)

保健福祉センター
23(土)
～26(火)

2

　生活習慣病に関する検査を行います。
通院中の方も受けることができます。
対象者
①稚内市国民健康保険に加入の40～
　74歳の方(詳しいご案内は、4月末頃
　に送付します。)
②後期高齢者医療制度に加入の方
③生活保護を受給している40歳以上
　の方
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80歳で20本の歯を保つことは、充実した生活を送るためにとても大切です。

猿受付時間　12：30～13：00 (予約制)

猿対象　成人

猿内容　歯科医師による歯科検診・相談の他、噛む力や口腔内の酸性度を調べます。

3月2月11月9月8月7月5月
日
程

2日(水)2日(水)24日(水)29日(水)2日(月)14日(水)19日(水)

3月2月
H23年

1月12月11月10月9月8月7月6月5月
H22年

4月

7
(月)

7
(月)

21
(金)

10
(金)

8
(月)

4
(月)

6
(月)

2
(月)

12
(月)

7
(月)

10
(月)

12
(月)

相
 談
 日 25

(金)
18
(金)

31
(月)

20
(月)

19
(金)

29
(金)

17
(金)

20
(金)

23
(金)

25
(金)

21
(金)

23
(金)

心と体の健康づくりや病気のことなど
　　赤ちゃんから高齢者まで
　　　　保健師・栄養士等が相談を受けます。(予約制)

○受付時間／ 9：30～11：30 (月曜日)

13：00～15：00 (金曜日)

申込み・相談会場 　市保健課（保健福祉センター）　緯23－4000

会場時間帯開催年月日

抜　　海
町内会館

13：30～
　14：30

平成22年  4月15日(木)
　　　　  6月17日(木)

  　7月15日(木)
8月  5日(木)
10月28日(木)
12月　2日(木)

平成23年  1月20日(木)
3月  3日(木)

●抜海地区
会場時間帯開催年月日

曲　　渕
町内会館

11：00～
　14：00

平成22年  5月27日(木)
　　　　 8月30日(月)

  　11月18日(木)
平成23年  2月17日(木)

13：00～
　15：30

平成23年  3月24日(木)

●曲渕地区
会場時間帯開催年月日

沼　川
診療所

11：00～
14：00

平成22年  5月17日(月)
　　　　  8月31日(火)

  　11月17日(水)
平成23年  2月28日(月)

沼　　川
町内会館

13：30～
　15：30

平成23年  1月31日(月)

●沼川地区

会場時間帯開催年月日地区

各町内会館にて
実施

10：00～12：00
平成22年  4月14日(水)

11月　5日(金)
曙

10：30～12：30
平成22年  4月16日(金)
　　　11月　4日(木)

上声問

10：30～12：00
平成22年  4月19日(月)

　10月29日(金)
川西

10：00～12：00
平成22年  4月21日(水)

　10月25日(月)
川南

10：00～12：00
平成22年  4月27日(火)

11月  1日(月)
豊別

●天北地区
会場時間帯開催年月日

勇　知
診療所

13：30～

　15：00

平成22年  4月22日(木)
5月20日(木)

　　　　  6月10日(木)
  　7月  8日(木)
8月19日(木)
9月16日(木)
10月21日(木)
11月18日(木)
12月  9日(木)

平成23年  1月27日(木)
2月17日(木)
3月17日(木)

●勇知地区

●マタニティ教室
　妊娠・出産・育児について、体験実習や先輩ママとの交流を取り入れた教室です。

●パパママ教室
　赤ちゃんの沐浴実習やパパの妊婦体験、産婦人科医師からの講話を行います。

　受講していただいた方からは、「出産・育児に対する不安が和らぎ、母親になる実感がわいてきた」
や「夫婦で一緒に子育てする大切さや思いやりが深まった」との感想をいただいています。
　日程や内容など、詳細については下記までお問い合わせください。
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市では、これからの稚内の観光施策の根幹となる市では、これからの稚内の観光施策の根幹となる短短

期計画を策定するために稚内の観光を担っていく若期計画を策定するために稚内の観光を担っていく若手手

の方々を中心に「ワークショップＦｒｏｍ Ｚｅｒの方々を中心に「ワークショップＦｒｏｍ　Ｚｅｒｏｏ

（フロム ゼロ）」を組織し、計画の策定に向けた検討（フロム　ゼロ）」を組織し、計画の策定に向けた検討をを

重ねてきました。また、今年２月には計画（素案）重ねてきました。また、今年２月には計画（素案）にに

対する市民の皆さんからのご意見を募集しました対する市民の皆さんからのご意見を募集しました。。

そして、このほど稚内市観光振興計画（計画期間…そして、このほど稚内市観光振興計画（計画期間…平平

成26年度まで）を策定しました。今号では、稚内観成26年度まで）を策定しました。今号では、稚内観光光

の課題やこれから目指すべき姿など計画の基本的なの課題やこれから目指すべき姿など計画の基本的な部部

分について紹介します分について紹介します。。

本
市
は
、
日
本
の
最
北
端
に

位
置
し
て
い
る
こ
と
や
、
周
辺

に
は
豊
か
な
自
然
と
魅
力
あ
る

景
観
を
有
す
る
利
尻
礼
文
サ
ロ

ベ
ツ
国
立
公
園
が
あ
る
な
ど
、

観
光
地
と
し
て
の
知
名
度
も
高

く
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
観
光
客
も
年
々
減
少
し
て
き

て
お
り
、
市
の
経
済
や
産
業
へ

の
影
響
も
大
き
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
改
め
て
本
市
の

観
光
を
見
直
し
、
本
物
の
観
光

地
と
し
て
再
生
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
２２

を
「
稚
内
観
光
再
生
の
元
年
」

と
位
置
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
の
観
光
は
、
団
体

観
光
客
を
重
視
し
観
光
客
の
誘

致
や
宣
伝
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
き
た
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
経
済
情
勢
や
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
観
光
形
態

も
こ
れ
ま
で
の
団
体
旅
行
か
ら

家
族
や
友
人
を
中
心
と
し
た
個

人
・
グ
ル
ー
プ
型
旅
行
へ
の
移

行
が
進
み
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
時
代
に
即
応

し
た
新
し
い
稚
内
観
光
の
観
光

振
興
施
策
が
必
要
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
の
持
つ
可
能
性
や
地

域
資
源
、
特
性
を
最
大
限
に
生

か
し
、
民
間
の
自
主
性
・
主
体

性
を
重
視
し
な
が
ら
、
今
後
さ

ら
に
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
観
光
振
興
を
進
め
る
た

め
の
新
た
な
方
向
性
を
示
す
計

画
と
し
て
見
直
し
を
行
い
策
定

し
ま
し
た
。

稚
内
の
こ
れ
か
ら
の
観
光
は
、

団
体
や
個
人
の
観
光
客
が
稚
内

に
満
足
し
、
感
動
を
覚
え
て

帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対

応
の
「
受
け
皿
」
づ
く
り
、
ま

た
稚
内
に
し
か
な
い
「
自
然
」

と
「
魅
力
」
な
ど
の
資
源
を
さ

ら
に
生
か
す
こ
と
で
「
稚
内
ら

し
さ
」
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

「
稚
内
が
観
光
の
目
的
地
」
と
な

る
よ
う
な
「
観
光
地
」
を
目
指

し
て
行
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
観
光
地

と
し
て
の
受
け
入
れ
基
盤
の
整

備
」
と
「
最
北
の
稚
内
観
光
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
観
光
誘
致
宣

伝
体
制
の
確
立
」
が
必
要
で
あ

り
、
こ
の
２
本
の
柱
を
中
心
と

し
て
左
記
に
示
す
観
光
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
稚
内
観
光
に

と
っ
て
団
体
旅
行
客
は
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

社
会
的
な
経
済
情
勢
や
環
境

が
大
き
く
変
化
し
、
観
光
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

稚
内
の
観
光
客
入
込
数
は
、

平
成
　
年
度
の
　
万
８
，
０
０

１４

８１

０
人
を
ピ
ー
ク
に
年
々
減

少
し
て
お
り
、
平
成
　
年
２０

度
で
は
、　

万
９
，
２
０

５６

０
人
ま
で
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
入
込
数

の
減
少
す
る
中
、
全
国
・
全

道
的
に
も
個
人
旅
行
の
割

合
が
増
え
て
き
て
お
り
、

当
市
で
も
約
８
割
が
個
人

旅
行
と
い
う
実
態
を
再
認

識
し
、
観
光
客
の
行
動
に

自
ら
関
心
を
持
ち
、
支
援

す
る
方
策
に
目
を
向
け
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

現
在
の
稚
内
観
光
は
、
次
の

よ
う
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

煙
観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

強
化

　
他
の
地
域
に
は
な
い
優
位
な

魅
力
を
さ
ら
に
国
内
外
へ
発

信
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

煙
観
光
地
と
し
て
の
受
け
入
れ

基
盤
の
整
備

　
今
ま
で
の
団
体
観
光
客
を
重

視
す
る
視
点
か
ら
、
個
人
客

に
目
を
向
け
た
観
光
に
視
点

を
変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
観
光
の
目
的
地

と
な
る
快
適
な
空
間
や
円
滑

ル
ー
ト
、
情
報
提
供
な
ど
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

煙
市
民
の
理
解
・
参
加

　
観
光
に
対
す
る
市
民
の
理
解

や
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
心
の
こ

も
っ
た
お
も
て
な
し
）
の
醸

成
が
不
可
欠
で
す
。

観光振興計画の目指すところ

一、「日本最北端」は稚内にしかない「日

本唯一」のものであり、最北の自然と

景観、そして、風土を活かした魅力あ

る観光地づくりを目指します。

一、団体観光客の誘致を継続的に実施す

るとともに、今、増えている「個人観

光客」に対応できる受入体制の整備を

進め、観光客の増加を図ります。

一、市民が一つになり、おもてなしの心

をもって、一人ひとりの観光客を温か

く迎え入れる基盤づくりを進めます。

一、近隣市町村と連携を図ることで広域

観光を推進し、そのリーダーとしての

役割を努め、宗谷地域の観光振興を図

ります。

一、「日本最北端・稚内」を日本中に、さ

らには世界へ広めることで「訪れてみ

たい稚内」という「あこがれの地」の

イメージ創出に努めます。

計
画
策
定
の
主
旨

計
画
の
目
指
す
と
こ
ろ

裏
面
へ
続
く

稚
内
観
光
の
動
向

稚
内
観
光
の
課
題
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個人

23.2%

家族

44.6%

グループ

12.6%

団体

19.5%

稚内市民観光ボランティアガイドの活稚内市民観光ボランティアガイドの活動動
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稚
内
の
観
光
振
興
を
図
っ
て

い
く
具
体
的
な
方
向
性
は
次
の

と
お
り
で
す
。

煙
方
向
１
　
行
き
た
い
と
思
う

観
光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ

を
つ
く
る

　
観
光
客
が
来
て
も
ら
う
た
め

に
は
、「
稚
内
に
行
っ
て
み

た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
す
。「
最
北
の

自
然
と
歴
史
・
稚
内
」
と
い

う
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
・
コ
ン

セ
プ
ト
を
掲
げ
る
な
ど
国
内

外
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
ホ

ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
観

光
を
し
よ
う
と
す
る
人
に
対

し
て
「
最
北
の
自
然
と
歴
史
・

稚
内
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
定
着

に
向
け
、
情
報
内
容
の
見
直

し
と
充
実
を
図
り
、
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
新
聞
等
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
活

動
を
積
極
的
に
行
い
、
一
人

ひ
と
り
が
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
観
光
地
を
目
指
し
ま
す
。

煙
方
向
２
　
訪
れ
る
人
々
に
満

喫
し
て
も
ら
う
観
光
行
動
の

場
を
つ
く
る

　
観
光
地
と
し
て
、
ま
た
「
観

光
」
が
稚
内
の
基
幹
産
業
と

し
て
定
着
し
て
い
く
た
め
に

は
、
来
訪
し
た
観
光
客
の
期

待
に
応
え
た
自
然
や
景
観
、

歴
史
・
文
化
、
イ
ベ
ン
ト
、

食
な
ど
の
観
光
資
源
情
報
の

提
供
と
整
備
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

向
上
に
向
け
た
市
民
や
観

光
関
連
事
業
者
へ
観
光
マ

イ
ス
タ
ー
の
取
得
を
推
進

す
る
な
ど
、
市
民
を
含
め

て
温
か
く
観
光
客
を
迎
え

る
体
制
の
構
築
や
観
光
案

内
専
門
ガ
イ
ド
の
育
成
、

外
国
人
に
対
す
る
言
葉
の

障
害
を
軽
減
す
る
た
め
の

講
習
会
を
行
い
、
接
客

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

移
動
時
間
を
楽
し
め
る
よ

う
な
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス

を
設
定
す
る
な
ど
周
辺
地

域
と
連
携
し
て
魅
力
の
向

上
を
図
る
た
め
の
施
策
を

実
施
し
、
受
け
入
れ
体
制
を

整
え
る
こ
と
で
、
訪
れ
て
良

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
観
光
地

を
目
指
し
ま
す
。

煙
方
向
３
　
稚
内
観
光
を
育
て

て
い
く
た
め
の
推
進
体
制
を

確
立
す
る

　
今
後
の
稚
内
の
観
光
振

興
の
中
心
的
役
割
を
担

う
組
織
（
仮
称
「
観
光

振
興
セ
ン
タ
ー
」）
の
構

築
や
行
政
、
民
間
の
新

た
な
連
携
・
協
力
体
制

（
仮
称
「
わ
っ
か
連
」）

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

観
光
関
連
団
体
の
機
能

強
化
を
含
め
、
行
政
、

既
存
関
連
団
体
、
関
連

事
業
者
等
に
よ
る
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
資
源
の
見

直
し
や
発
掘
な
ど
市
民
や
観

光
従
事
者
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
手
づ
く
り
で
観
光
を
育

て
る
地
域
一
体
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
観
光
に
対
し
て

の
講
演
会
や
学
習
会
（
観
光

マ
イ
ス
タ
ー
制
度
の
活
用
な

ど
）
を
繰
り
返
し
行
い
、
観

光
の
意
義
や
役
割
を
十
分
理

解
す
る
感
性
の
醸
成
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

広
域
連
携
体
制
の
確
立
や
空

路
、
道

路
、
Ｊ

Ｒ
、
フ

ェ

リ
ー
等
の
交
通
基
盤
の
整
備

に
努
め
、
訪
れ
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

※
こ
の
計
画
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
観
光
交
流
課

　
緯
２
３
―
６
４
６
８
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方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向

稚
内
市
の
観
光
は
ど
の
よ
う
な
方
向
をををををををををををををををををををををををををををををををををを
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ううううううううううううううううううううううううううううううううう

目
指
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

稚
内
観
光
の
目
標
（
具
体
的

な
方
向
性
）

本計画による新たな稚内観光振興の考え方とその振

興方向を具体的に実践するための施策を事業体系図

として整理すると以下のとおりとなります。

稚内観光振興事業の実施体系

▼実施体系図　体系の構成

交通インフラ

観光施設の整備

観光関連施設・個人旅行客
の受入体制の確立

情報システムの構築

案内板等の整備

ハード事業

ホスピタリティの向上

情報ソフト環境機能整備

観光資源の整備・創出

食の提供

観光イベントの見直し

ソフト事業

観光地としての基盤整備

誘致宣伝事業

誘致宣伝組織の新設

誘致事業

広告宣伝事業

観光振興事業

日
ロ
友
好
会
館
の
落
成
　
周
年

３０

記
念
式
典

　
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
友
好
交
流

を
促
進
し
、
市
民
の
国
際
感

覚
を
育
成
す
る
た
め
に
建
設

さ
れ
た
日
ロ
友
好
会
館
の
落

成
　
周
年
と
し
て
、
記
念
式

３０
典
や
サ
ハ
リ
ン
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
一
行
と
稚
内
の
子
ど
も

と
の
公
演
な
ど
、
記
念
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
／
６
月
　
日
（
日
）

２７

場
所
／

・
式
典
…
日
ロ
友
好
会
館

・
記
念
公
演
…
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

　稚
内
み
な
と
南
極
ま
つ
り
開
催

　
回
記
念
に
係
る
事
業

５０　
昭
和
　
年
に
第
１
回
の
「
南

３６

極
ま
つ
り
」
を
開
催
し
て
か

ら
　
回
目
を
記
念
し
て
次
の

５０
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

煙
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」
の
開

催
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
全
国
放
送
公
開
番

組
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
」
を
開
催
し
、
全
国
放
送

で
「
稚
内
市
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。

開
催
日
／
７
月
　
日
（
日
）

１１

予
選
会
／
７
月
　
日
（
土
）

１０

会
場
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　

大
ホ
ー
ル

煙
林
蔵
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
i
n

わ
っ
か
な
い
２
０
１
０
開
催

　
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
と

共
催
に
よ
り
探
検
・
冒
険
、

北
方
警
備
、
友
好
交
流
、
南

極
観
測
な
ど
偉
大
な
る
先
人

達
の
偉
業
に
敬
意
を
表
し
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま

ち
の
海
岸
線
を
歩
き
ま
す
。

開
催
日
／
８
月
上
旬
予
定

場
所
／
稚
内
の
海
岸
線
２
～
４

コ
ー
ス
（
宗
谷
岬
方
面
、
抜

海
方
面
）

煙
稚
内
み
な
と
南
極
ま
つ
り
の

　
回
を
記
念
し
盛
大
に
開
催

５０
　
北
海
て
っ
ぺ
ん
お
ど
り
に
加

え
て
、
か
つ
て
の
南
極
お
ど

り
を
復
活
さ
せ
歌
手
の
畠
山

み
ど
り
氏
を
招
き
ま
す
。

　
ま
た
、
花
火
大
会
は
、
打
ち

上
げ
花
火
の
数
を
１
，
５
０

０
発
か
ら
２
，
５
０
０
発
に

増
や
し
て
規
模
を
拡
大
し
、

物
産
ま
つ
り
で
は
、
友
好
都

市
の
石
垣
市
及
び
交
流
を
深

め
て
い
る
福
島
県
の
会
津
若

松
市
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

両
市
の
郷
土
芸
能
発
表
で
の

交
流
な
ど
が
企
画
さ
れ
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
す
。

開
催
日
／
８
月
７
日
（
土
）・
８

日
（
日
）

場
所
／
稚
内
駅
周
辺

2
0
1
0
年
の
メ
モ
リ
ア
ル
事
業

市
で
は
、
平
成
　
年
か
ら
　
年
ま
で
の
５
年
間
、
歴
史
的
な
様
々

１９

２３

な
節
目
を
迎
え
る
出
来
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
の
期
間

に
位
置
づ
け
、
各
記
念
事
業
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
、
日
ロ
友
好
会
館
落
成
　
周
年
、
稚
内
み
な
と
南
極
ま
つ

３０

り
開
催
　
回
記
念
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

５０

も
に
お
祝
い
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
紹
介
し
て
い
る
事
業
の

詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
観
光
交
流
課
メ
モ
リ
ア
ル
担
当

（
緯
２
３
―
６
４
６
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成16年に開催され平成16年に開催されたた
ＮＨＫのど自慢の様ＮＨＫのど自慢の様子子

まつりを盛り上げまつりを盛り上げるる
北海てっぺんおど北海てっぺんおどりり
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猿年間保険料の計算方法（平成22年度）

●
耐
震
化
の
現
状
と
目
標

建
築
基
準
法
に
お
け
る
新
耐

震
基
準
を
満
た
す
棟
数
の
割
合

を
耐
震
化
率
と
言
い
ま
す
が
、

本
市
の
耐
震
化
率
は
表
の
と
お

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に
建

５６

３１

て
ら
れ
た
建
築
物
は
、
旧
耐
震

基
準
で
の
建
築
物
で
あ
る
た
め
、

耐
震
性
の
確
認
が
必
要
で
す
。

①
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
の

環
境
整
備

・
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
に
係

る
相
談
窓
口
の
開
設
、
情
報

提
供

※
市
都
市
整
備
課
で
も
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

・
所
有
者
へ
の
財
政
的
支
援

・
税
の
減
額
等
に
関
す
る
情
報

提
供
　
　
　
　
　
　
　

②
普
及
啓
発

・
地
震
防
災
対
策
パ
ン
フ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
紙
等

を
活
用
し
た
普
及
啓
発

・
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

③
耐
震
化
の
促
進
を
図
る
た
め

の
施
策

・
市
有
建
築
物
の
耐
震
化
推
進

・
住
宅
の
耐
震
診
断
費
及
び
耐

震
改
修
工
事
費
の
補
助

・
耐
震
診
断
か
ら
耐
震
改
修
工

事
へ
の
円
滑
な
移
行
支
援

④
関
係
団
体
と
の
連
携

・
道
や
関
係
団
体
等
と
の
連
携

・
自
主
防
災
組
織
や
地
域
住
民

等
と
の
連
携

　
近
年
、
世
界
各
地
で
頻
繁
に
地
震
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
地
震
対
策
の
必
要
性
・
重
要

性
が
増
す
中
、
地
震
の
被
害
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
「
稚
内
市
耐
震
改
修
促
進
計

画
（
計
画
期
間
…
平
成
　
年
度
ま
で
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

２７

目標現在

90％

52.8%住宅

83.0%
多数の方が利用
する建築物

54.5%市有建築物

47.2％
地震時に通行を
確保すべき道路

　
問
い
合
わ
せ

市
総
務
課
防
災
担
当

問
い
合
わ
せ
　
市
総
務
課
防
災
担
当
　
緯
２
３
―
６
３
８
０

２
３
―
６
３
８
０

　
こ
ん
な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
！

宗宗宗宗宗宗宗宗宗宗宗宗宗宗谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合振振振振振振振振振振振振振振興興興興興興興興興興興興興興局局局局局局局局局局局局局局ででででででででででででででもももももももももももももも無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐震震震震震震震震震震震震震震診診診診診診診診診診診診診診断断断断断断断断断断断断断断をををををををををををををを実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施宗谷総合振興局でも無料耐震診断を実施！！！！！！！！！！！！！！！
 対象住宅…2階建て以下、延べ面積が

 　　　　　500平方メートル以下の木造住宅

 実施日…毎月第1月曜日

 ※必要書類があるので、ご希望の方は事前にご連絡ください。

 問い合わせ　宗谷総合振興局建設指導課建築住宅係

　　　　　 　緯33－2930

重重重重重重重重重重重重重重
度度度度度度度度度度度度度度
心心心心心心心心心心心心心心
身身身身身身身身身身身身身身
障障障障障障障障障障障障障障
がががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいい
者者者者者者者者者者者者者者

重
度
心
身
障
が
い
者
ののののののののののののののの

医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療
費費費費費費費費費費費費費費
助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成
範範範範範範範範範範範範範範
囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲囲
がががががががががががががが

医
療
費
助
成
範
囲
が
広広広広広広広広広広広広広広広

がががががががががががががが
りりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままま

が
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすす

４
月
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
肝
臓
機
能
障
が
い

が
追
加
さ
れ
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
対
象
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
肝
臓
機
能
障

が
い
で
身
体
障
害
者
手
帳
が

１
級
か
ら
３
級
ま
で
に
該
当

す
る
方
が
新
た
に
医
療
費
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
総
合
窓
口

課
医
療
給
付
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
１
１

保険料額は、加入者(被保険者)が等しく負担する「均等割額」と、所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計算します。

※保険料の計算は、均等割額と所得割額を合算後に100円未満を切り捨てます。

※この保険料に基づく平成22年度の保険料額は、7月に「保険料額決定通知書」により、個別に通知します。

※遺族年金や障害年金は、収入に含みません。

※月の途中で加入した場合は、加入月からの月割になります。

煙所得とは…前年の収入から必要経費(公的年金等控除額や給与所得控除額など)を差し引いた額であ

　　　　　　り、社会保険料控除、医療費控除、配偶者控除などの「所得控除」を適用する前の額です。

猿保険料の軽減について
①均等割の軽減
所得に応じて、均等割44,192円が以下のとおり軽減されます。

(軽減は、世帯の加入者全員と世帯主の所得の合計で判定します。加入

者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。)

平成22年度
軽減後
均等割額

平成21年度
所得が次の金額以下の世帯 軽減後

均等割額
軽減割合

4,400円4,300円9割軽減
33万円かつ加入者全員が年金収入80万円
以下で他の所得がない

6,628円6,300円8.5割軽減33万円

22,096円21,571円5割軽減
33万円＋(24万5,000円×世帯主以外の加
入者数)　※単身世帯の方は該当しない

35,353円34,514円2割軽減33万円＋(35万円×世帯の加入者数)

②所得割の軽減
前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下の方は、所得割が5割軽

減されます。

例：年金収入180万円の場合

　・軽減判定　180万円－120万円(公的年金等控除)－33万円(基礎控除)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝27万円　→　軽減に該当

　・所 得 割　27万円×10.28％×5割

　　　　　　　　　　　　　＝13,878円(年間保険料のうち所得割額分)

③被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減
この制度に加入したときに、被用者保険の被扶養者だった方は、所得割

にかかわらず均等割が9割軽減されます。

煙被用者保険とは…全国健康保険協会管掌健康保険や組合管掌健康保

　　　　　　　　　 険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保

　　　　　　　　　 険のことです。市町村の国民健康保険や国民健康

　　　　　　　　　 保険組合は含まれません。

■問い合わせ／市総合窓口課医療給付グループ　緯23―6411

耐震化率の現状と目標(平成27年度)
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猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿ハハハハハハハハハハーーーーーーーーーートトトトトトトトトトフフフフフフフフフフルルルルルルルルルルわわわわわわわわわわっっっっっっっっっっかかかかかかかかかかななななななななななハートフルわっかないいいいいいいいいいい
　平日　８時２０分～
　土日　８時２０分～・１１時３０分～

猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気ハハハハハハハハハハツツツツツツツツツツララララララララララツツツツツツツツツツ稚稚稚稚稚稚稚稚稚稚元気ハツラツ稚内内内内内内内内内内内
　毎週金曜日　14時～

猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿市市市市市市市市市市政政政政政政政政政政ふふふふふふふふふふれれれれれれれれれれああああああああああいいいいいいいいいい通通通通通通通通通通市政ふれあい通信信信信信信信信信信信
　毎月第３日曜日　１０時～
　本放送後の金曜日　18時～(再放送)

猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿猿学学学学学学学学学学びびびびびびびびびびふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるささささささささささとととととととととと再再再再再再再再再再発発発発発発発発発発学びふるさと再発見見見見見見見見見見見
　毎週木曜日　14時～
　毎週日曜日　正午～(再放送)

※学びふるさと再発見と市政ふれあい通信は、ウェブラジオもやっています外

釧串FMわっぴー７６．１MHzでも市の情報を発信中

串釧

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

●
器
物
損
壊
が
発
生
！

　
２
月
　
日
（
金
）
か
ら
　

１９

２０

日
（
土
）
に
か
け
て
、
萩
見

５
丁
目
の
自
宅
敷
地
内
に
停

め
て
い
た
車
両
の
ワ
イ
パ
ー

が
折
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
（
日
）
か
ら
　

２１

２２

日
（
月
）
に
か
け
て
、
末
広

５
丁
目
の
集
合
住
宅
敷
地
内

に
停
め
て
い
た
車
両
の
タ
イ

ヤ
が
パ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
　
２
月
　
日
（
水
）
か
ら
　

２４

２５

日
（
木
）
に
か
け
て
、
中
央

４
丁
目
の
店
舗
の
展
示
ガ
ラ

ス
が
割
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
（
土
）
か
ら
７

日
（
日
）
に
か
け
て
、
末
広

５
丁
目
の
集
合
住
宅
敷
地
内

に
停
め
て
い
た
車
両
の
ワ
イ

パ
ー
が
折
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
（
土
）
か
ら
７

日
（
日
）
に
か
け
て
、
萩
見

５
丁
目
の
自
宅
敷
地
内
に
停

め
て
い
た
車
両
の
ワ
イ
パ
ー

が
折
ら
れ
ま
し
た
。

●
窃
盗
事
件
が
発
生
！

　
２
月
　
日
（
金
）
か
ら
　

１９

２０

日
（
土
）
に
か
け
て
、
中
央

３
丁
目
と
４
丁
目
の
店
舗
の

窓
ガ
ラ
ス
が
壊
さ
れ
、
店
内

か
ら
飲
み
物
等
が
盗
ま
れ
ま

し
た
。

　
２
月
　
日
（
木
）
か
ら
　

２５

２６

日
（
金
）
に
か
け
て
、
猿
払

村
の
国
有
林
内
か
ら
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

　
２
月
　
日
（
土
）
か
ら
３

２７

月
１
日
（
月
）
に
か
け
て
、

中
央
３
丁
目
の
店
舗
の
鍵
が

壊
さ
れ
、
店
内
か
ら
現
金
等

が
盗
ま
れ
ま
し
た
。

★
「
ほ
く
と
く
ん
防
犯
メ
ー

　
ル
」　
の
登
録
に
つ
い
て

　
稚
内
警
察
署
で
は
電
子

メ
ー
ル
で
犯
罪
発
生
情
報
等

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
配
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
登
録

を
！
登
録
は
左
の
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
！

３
月
の
交
通
事
故
発
生
状
況

（
３
月
　
日
現
在
）

２５

件
数
２
（
　
）
死
者
０
（
 １
）
傷
者
３
（
　
）

１４

１５

　(

 　)

 内
は
今
年
の
累
計

　
平
成
　
年
４
月
発
行

２２

　
　
　
　
　
稚
内
市
防
犯
協
会

　
　
　
　
　
稚

内

警

察

署

 

　
稚
内
警
察
署
代
表
電
話

　
　
　
　
　
２
４
―
０
１
１
０

　
稚
内
警
察
署
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.w
a
k
k
a
n
a
i

-sy
o
.p
o
lic
e
.p
re
f.h
o
k
k
a

id
o
.jp
/in
d
e
x
.h
tm
l

お知らせ

　現在、地上デジタルテレビ放送では
「稚内市民ニュース」をご覧になること
ができません。ご了承くだ
さい。視聴可能になるのは、
6月からです。
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注
目
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
！

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
前

に
市
の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
　
今

年

の

イ

チ

オ

シ

は

ノ

シ
ャ
ッ
プ
寒
流
水
族
館
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
“
フ
ウ
セ
ン
ウ
オ
”

で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　
こ
の
魚
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

な
ど
の
寒
い
海
に
生
息
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
生
態
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
飼
育

が
難
し
い
そ
う
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
内
で
の
展
示

は
珍
し
い
と
の
こ
と
で
、
卵
の

ふ
化
に
至
っ
て
は
同
館
以
外
で

の
成
功
例
は
ほ
と
ん
ど
無
い
そ

う
で
す
。

　
腹
に
は
吸
盤
が
あ
り
貝
殻
な

ど
に
く
っ
つ
い
て
い
る
姿
は
ユ

ニ
ー
ク
で
、
愛
嬌
が
あ
り
表
情

も
豊
か
で
、
同
館
の
人
気
者
に

な
り
そ
う
で
す
。

　
そ
の
他
に
愛
ら
し
い
ゴ
マ
フ

ア
ザ
ラ
シ
の
シ
ョ
ー
な
ど
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
本
か
ら
一
番
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ

   日
ロ
フ
ェ
リ
ー
定
期
航
路
の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー

日
ロ
フ
ェ
リ
ー
定
期
航
路
の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ルル

入航時間出航時間 　　時　刻

 運航ダイヤ サハリン時間日本時間サハリン時間日本時間

17:3015:3012:0010:00稚  内  発

15:3013:3010:008:00コルサコフ発

   ※日本時間とサハリン時間との時差は２時間です。

 9月 ／ 11便
土金木水火月日
4321
111098765
18171615141312
25242322212019

313029282726

 8月 ／ 17便
土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

313029

 6月 ／ 10便
土金木水火月日
54321
1211109876
19181716151413
26252423222120

30292827

 7月 ／ 18便
土金木水火月日
321
10987654
17161514131211
24232221201918
31302928272625

運　賃　　　　　　　　　 （単位：円）

１等ラウンジ１等和室２等等級

49,60044,60039,600
往復

(24,800)(22,300)(19,800)
34,80029,80024,800

片道
(17,400)(14,900)(12,400)

※大人運賃は12歳以上から適用（子供は6歳以上12歳未満は半額）

※引率の大人1名につき、6歳未満の子供1名は無料。　※15名以

上の団体は1割引き。　※往復運賃の適用期間は1か月以内

　
平
成
　
年
の
日
ロ
フ
ェ
リ
ー

２２

定
期
航
路
（
稚
内
～
コ
ル
サ
コ

フ
）
の
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
、

６
月
８
日
～
９
月
　
日
ま
で
の

１７

　
往
復
　
便
に
決
ま
り
ま
し
た
。

２８

５６

　
稚
内
か
ら
宗
谷
海
峡
を
北
へ

１
５
９
キ
ロ
、
そ
こ
は
大
自
然

あ
ふ
れ
る
異
国
の
島
サ
ハ
リ
ン
。

「
ア
イ
ン
ス
宗
谷
」
で
約
５
時
間

　
分
の
快
適
な
船
旅
を
お
楽
し

３０

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
市
サ
ハ
リ
ン
課

　
☎
２
３
―
６
４
８
６

　
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
㈱

　
☎
２
３
―
３
７
８
０

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
わ
っ
か
な
い
３
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
次

の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

［
２
頁
］
株
式
会
社
稚
内
シ
ー
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
解
散
・
譲
渡
の
経
過
に

　
　
　
つ
い
て
の
記
事
中
。
２
億
８
，
０
０
０
万
円
の
出
資
に
つ
い
て

　
　
　〔
誤
〕
昨
年
４
月
→
〔
正
〕
一
昨
年
４
月

［
　
頁
］
宗
谷
総
合
振
興
局
の
記
事
中
。

１１　
　
　〔
誤
〕
９
総
合
振
興
局
と
そ
の
出
張
所
に
あ
た
る
５
振
興
局
　

　
　
　
→
〔
正
〕
９
総
合
振
興
局
と
５
振
興
局

その他の施設オープン情報

青少年科学館

   ノシャップ2　☎22-5100
   ■4月29日10時オープン
   期間　4/29～10/31　9：00～17：00
　　　 11/1～3/31　10：00～16：00
   休館日　毎週月曜日、
             5/5・11/3を除く祝祭日、
             4/1～4/28、12/1～1/31

開基百年記念塔・北方記念館
　

   
   稚内公園内　☎24-4019
　■4月29日9時オープン
　期間　4/29～10/31　9：00～17：00
　　　 （※6/1～9/30　9：00～21：00）
　休館日　毎週月曜日
        　（※6/1～9/30は無休）

大沼バードハウス
　声問　☎26-2965
　期間　3/25～11/25（無休）

動物ふれあいランド
　

 
   メグマ　☎26-2565
　■4月29日10時オープン
　期間　4/29～9/30　
　　　　平日11：00～16：00
　　　　日曜・祝祭日10：00～16：00
　休園日　毎週月曜日
         （※月曜日が祝祭日の場合は翌日）

浜勇知展望休憩施設こうほねの家
　浜勇知　☎73-2125
　■4月29日9時オープン
　期間　4/29～11/3
　　　　9：00～17：00
　　　 （6～8月は18：00まで）

市の施設オープン　OPEN

おすすめはノシャップ寒流水族館！

ノシャップ寒流水族館
ノシャップ2　☎23-6278
■4月29日10時オープン
期 間　4/29～10/31　9：00
～17：00　11/1～11/30　
10：00～16：00　2/1～3/31
　10：00～16：00
入館料／大人400円　小人
100円　※その他、青少年
科学館との共通券などもあ
ります。

↓
日
本
最
大
の
淡
水
魚
と
し
て
知
ら
れ

　
る
イ
ト
ウ
が
回
遊
し
て
い
ま
す
。

お腹の吸盤で貝殻など
にくっつきます

↓
ご
ま
ち
ゃ
ん
の
一
発
芸

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
キ
ャ
ッ
チ
で

　
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

↑
流
氷
の
天
使
・
ク
リ
オ
ネ
人
気
も
未
だ
に
健
在
で
す
。

“魚”だけどかわいい“フウセンウオ“魚”だけどかわいい“フウセンウオ””

↑人の角質などを食べ、皮膚
　病に効果があるといわれる
　ドクターフィッシュ↑クマノミ
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愛
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
お
願
い
し
ま
す

平成22年度の日程
実　施　地　区月　日

ノシャップ、恵比須、宝来、中央、港5月22日(土)

大黒、潮見、はまなす、富岡     23日(日)

声問、富磯、宗谷、清浜、宗谷岬、東浦     24日(月)

富士見、西浜、抜海、クトネベツ、上勇知     25日(火)

オネトマナイ、夕来、下勇知、上勇知南部、更喜苫内     26日(水)

恵北、増幌、上声問、樺岡     27日(木)

沼川、曲渕、開進、豊別、天興、川南、川西、曙     28日(金)

栄、萩見、朝日     29日(土)

こまどり、緑     30日(日)

市
収
納
課
で
は
、
平
成
　
年
２１

度
・
決
算
に
向
け
毎
年
３
月
か

ら
５
月
ま
で
の
期
間
を
「
滞
納

整
理
強
化
月
間
」
と
し
て
、
夜

間
窓
口
を
開
設
し
、
市
税
・
国

保
税
や
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
料
、

学
童
保
育
料
、
学
校
給
食
費
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
市
営
住
宅

駐
車
場
使
用
料
、
土
地
貸
付
料
、

建
物
貸
付
料
、
し
尿
処
理
手
数

料
の
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

す
で
に
納
期
が
経
過
し
て
未

納
と
な
っ
て
い
る
税
金
・
使
用

料
等
に
は
督
促
料
・
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

納
付
ま
た
は
連
絡
の
な
い
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
滞
納
処
分

（
差
押
え
）
に
向
け
て
給
与
照
会

や
預
貯
金
調
査
、
財
産
調
査
等

を
執
行
し
ま
す
。

な
お
、
病
気
や
失
業
な
ど
、

特
別
な
事
情
が
あ
る
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
納
入
相
談
は
、
毎
週
月
～
金

曜
日
ま
で
の
９
時
～
　
時
ま

２０

で
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
収
納
課

・
市
税
に
つ
い
て
は
納
税
グ

ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
３
９
５

・
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
税
外

グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
３
９
６

税
金
等
の
納
付
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

税
金
等
の
納
付
は
口
座
振
替

も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
ご
不
明

な
点
が
あ
る
場
合
は
最
寄
り
の

金
融
機
関
、
ま
た
は
市
収
納
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
で
き
る
も
の
／
個
人

の
市
・
道
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

土
地
貸
付
料
、
保
育
料
、
学

童
保
育
料
、
学
校
給
食
費
、

市
営
住
宅
使
用
料
、
市
営
住

宅
駐
車
場
使
用
料

口
座
振
替
の
申
込
み
方
法
／
通

帳
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
ご

利
用
の
金
融
機
関
ま
た
は
市

収
納
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
お
振
り

込
み
を
す
る
場
合
、
ま
た
は

「
納
付
場
所
」
以
外
の
金
融
機

関
か
ら
お
振
り
込
み
を
す
る

場
合
…
事
前
に
電
話
等
で
連

絡
の
上
、
下
記
の
口
座
宛
に

お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

（
事
前
の
連
絡
が
な
い
場
合

は
領
収
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

※
振
込
手
数
料
は
、
ご
本
人
様

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

〈
振
込
先
〉
稚
内
信
用
金
庫
　
本

店

〈
口
座
番
号
〉
普
通
口
座
　
０
０

７
６
１
７
３

〈
口
座
名
義
〉
稚
内
市
会
計
管
理

者
問
い
合
わ
せ
／
市
収
納
課

・
市
税
に
つ
い
て
は
納
税
グ

ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
３
９
５

・
使
用
料
等
に
つ
い
て
は
税
外

グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
３
９
６

市
税
・
使
用
料
等
の
納
め
忘
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
及
び
固
定
資
産
課
税
台
帳
閲
覧
の
お
知
ら
せ

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
所
有
し

て
い
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

に
つ
い
て
、
他
の
物
件
（
所
有

者
情
報
は
公
表
で
き
ま
せ
ん
）

と
比
較
し
た
り
、
自
分
の
資
産

に
つ
い
て
、
次
の
日
程
の
と
お

り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧

期
間
／
４
月
１
日
（
木
）
～
５

月
　
日
（
月
）

３１

受
付
時
間
／
８
時
　
分
～
　
時

４５

１７

　
分
（
土
日
・
祝
祭
日
を
除

３０く
）

場
所
／
市
課
税
課
（
宗
谷
・
沼

川
地
区
の
方
は
各
支
所
に
申

し
出
く
だ
さ
い
。）

対
象
者
／
納
税
者
（
固
定
資
産

税
）

手
数
料
／
無
料

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

期
間
／
４
月
１
日
（
木
）
～
３

月
　
日
（
木
）

３１

受
付
時
間
／
８
時
　
分
～
　
時

４５

１７

　
分
（
土
日
・
祝
祭
日
を
除

３０く
）

場
所
／
市
課
税
課
及
び
宗
谷
・

沼
川
支
所

対
象
者
／
納
税
義
務
者
（
固
定

資
産
税
）、
借
地
人
、
借
家
人

等
手
数
料
／
無
料
（
た
だ
し
、
上

記
縦
覧
期
間
が
過
ぎ
る
と
１

件
に
つ
き
２
０
０
円
）

縦
覧
・
閲
覧
の
際
に
は
本
人

で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険

証
等
）
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
借
地
人
、
借
家
人
等
の

方
々
も
地
主
・
大
家
所
有
の
資

産
の
う
ち
、
借
地
・
借
家
部
分

の
内
容
が
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
関
係
が
証
明
で
き
る
契
約

書
等
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

※
コ
ピ
ー
等
紙
面
に
て
証
明
を

必
要
と
す
る
場
合
は
、
別
途

証
明
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

　
市
課
税
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
３
９
３

※
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服

が
あ
る
場
合
に
は
、「
稚
内

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
」
に
対
し
て
納
税
通
知
書

の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
、

　
日
以
内
に
審
査
の
申
し
出

６０を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
市
収
納
課
管
理
グ
ル
ー

プ
（
緯
２
３
―
６
３
９
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

市
で
は
、
今
年
度
の
犬
の
登

録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い

ま
す
。
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、

生
後
　
日
を
経
過
し
た
犬
を
取

９０

得
し
た
方
は
、　

日
以
内
に
犬

３０

の
登
録
（
生
涯
１
回
）
及
び
狂

犬
病
予
防
注
射
（
毎
年
１
回
）

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

予
防
注
射
案
内
書
（
は
が
き
）

で
日
程
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
際
は
忘
れ
ず
に
予

防
注
射
案
内
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
都
合
に
よ
り
狂

犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
は
、
お
近
く
の
動
物
病

院
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
実
施
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
飼
育
さ
れ
て
い
る
畜
犬
に
変

更
等
（
住
所
、
氏
名
、
所
在

地
、
死
亡
等
）
が
あ
っ
た
場

合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

手
数
料
／

・
犬
の
登
録
手
数
料

　
　
　
　
　
　
３
，
０
０
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
料

　
　
　
　
　
　
２
，
４
９
０
円

・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付

手
数
料
　
　
　
　
５
５
０
円

問
い
合
わ
せ
／
市
衛
生
課
環
境

維
持
巡
回
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
１
８
１

　
稚
内
動
物
病
院

　
緯
２
４
―
０
２
２
０

　
松
倉
動
物
病
院

　
緯
２
２
―
５
６
６
３
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フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
の
認
定

を
受
け
る
た
め
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お
申

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
　
日
（
土
）　

時

２４

１０

　
分
～
　
時
　
分

１５

１５

４５

会
場
／
宗
谷
支
庁
２
階
講
堂

申
込
み
資
格
／
　
歳
以
上
で
園

１８

芸
経
験
が
あ
り
、
花
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
経
験
が
あ
る
方
や

花
の
ま
ち
づ
く
り
普
及
活
動

が
可
能
な
方

受
付
期
間
／
５
月
７
日
（
金
）

ま
で

申
込
み
方
法
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
市
都
市
整
備
課

窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
応
募

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　
市
都
市
整
備
課
計
画
推
進
グ

ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
６
０

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を

送
れ
る
よ
う
「
命
の
バ
ト
ン
」

事
業
を
始
め
ま
す
。

対
象
者
／
　
歳
以
上
で
ひ
と
り

６５

暮
ら
し
の
方

内
容
／
か
か
り
つ
け
医
、
服
薬

内
容
、
緊
急
連
絡
先
、
保
険

証
番
号
な
ど
、
救
急
措
置
に

必
要
な
情
報
を
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
に
納
め
、
冷
蔵
庫

に
保
管
し
ま
す
。
急
病
等
で

救
急
車
の
救
命
措
置
を
受
け

る
際
、
救
急
隊
員
が
冷
蔵
庫

に
保
管
し
て
い
る
内
容
を
活

用
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
救

急
活
動
を
行
い
ま
す
。

開
始
時
期
／
６
月
上
旬
予
定

料
金
／
無
料
（
希
望
者
に
配
付
）

配
付
窓
口
／
市
介
護
高
齢
課

※
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
市
介
護
高
齢
課

介
護
高
齢
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
５
８

※この有料広告は、広告主の責任において稚内市が掲載しているものです。

▼

有
料
広
告
欄
で
す
。

本
市
に
も
っ
と
緑
を
増
や
そ

う
と
、
様
々
な
「
緑
化
推
進
運

動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

煙
緑
の
街
頭
募
金
運
動

　
緑
化
思
想
の
啓
発
、
募
金
に

よ
る
環
境
緑
化
・
森
林
整
備
の

推
進
を
図
る
た
め
、
５
月
　
日
１４

（
金
）
か
ら
　
日
（
月
）
ま
で
の

３１

　
日
間
、
市
内
で
行
わ
れ
ま
す
。

１８煙
苗
木
の
無
料
配
布

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
３
０

０
本
を
配
布
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
　
日
（
金
）　

時

１４

１０

　
分
～

３０
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
前

※
９
時
　
分
か
ら
整
理
券
を
配

３０

布
し
ま
す
。（
先
着
順
）

煙
第
　
回
稚
内
市
民
植
樹
祭

３７
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
や
エ
ゾ
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
な
ど
を
植
樹
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
　
日
（
日
）　

時

２３

１０

～
場
所
／
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
沿
い

問
い
合
わ
せ
／
市
農
政
課
農
林

整
備
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
７
６

緑
化
推
進
運
動
に
ご
協
力
を

４
月
　
日
（
水
）
か
ら
５
月

２１

　
日
（
月
）
ま
で
は
、
林
野
火

３１災
予
防
強
調
月
間
で
す
。
大
切

な
森
林
資
源
を
守
る
た
め
、
入

林
さ
れ
る
方
は
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

煙
入
林
す
る
と
き
は
、
森
林
所

有
者
ま
た
は
管
理
者
の
許
可

を
受
け
、
無
断
入
林
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

煙
牧
草
地
で
火
入
れ
す
る
と
き

に
も
許
可
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
市
農
政
課
農
林

整
備
グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
６
４
７
６

林
野
火
災
防
止
と
緑
を
育
て
よ
う

フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
に
な
ろ
う
！

●
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー
と
は
？

　
地
域
で
行
わ
れ
る
花
壇
づ

く
り
や
、
植
花
事
業
の
活
動
指

導
・
ア
ド
バ
イ
ス
、
実
施
の
手

伝
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
応
募
申
込
書
の
内
容
に
基

づ
き
、
市
か
ら
道
に
推
薦
し
、

認
定
講
習
会
受
講
後
に
道
知

事
か
ら
認
定
さ
れ
、
登
録
さ
れ

ま
す
。

市
立
稚
内
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

●
循
環
器
科
外
来
が
予
約
制
に

な
り
ま
す

５
月
か
ら
循
環
器
科
外
来
が

予
約
制
に
変
わ
り
ま
す
。
診
察

終
了
後
に
、
次
回
の
診
察
日
を

予
約
す
る
形
と
な
り
ま
す
。

新
患
の
方
や
紹
介
状
持
参
で

来
院
さ
れ
た
方
は
、
１
番
窓
口

で
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
予
約
受
付
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
診
療
日
な
ど
も
次
の

と
お
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

診
療
日
／

・
午
前
…
月
～
金

・
午
後
…
月
・
水
・
金
（
だ
た

し
予
約
の
方
の
み
）

診
療
時
間
／
９
時
～
　
時
、　

１３

１３

時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

３０

新
患
・
予
約
の
な
い
方
の
受
付

時
間
／
８
時
　
分
～
　
時

３０

１１

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
外
来
の
診

療
日
も
変
更
の
予
定
で
す
。

決
ま
り
次
第
、
病
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
院
内
の
掲
示
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
泌
尿
器
科
外
来
の
診
療
日
が

変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
、
泌
尿
器
科
外
来

の
診
療
日
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

診
療
日
／

・
午

前

…

月
・
水
・
木
・
金

（
火
曜
日
は
手
術
日
の
た
め

休
診
）

問
い
合
わ
せ
／

　
市
立
稚
内
病
院
医
事
課
医
事

グ
ル
ー
プ

　
緯
２
３
―
２
７
７
１

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

市
民
農
園
で
野
菜
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
区
画
の
中
で
は

ど
ん
な
野
菜
を
育
て
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

場
所
／
沼
川
み
の
り
公
園
内

利
用
期
間
／
開
園
日
（
５
月
中

旬
以
降
の
土
曜
日
を
予
定
）

～
　
月
末

１０

区
画
面
積
／
１
区
画
　
　
平
方

３０

メ
ー
ト
ル

利
用
料
金
／
１
区
画
　
３
，
０

０
０
円
（
４
区
画
以
上
の
利

用
は
、
１
区
画
あ
た
り
２
，

４
０
０
円
に
な
り
ま
す
）

申
込
み
期
間
／
４
月
下
旬
～

問
い
合
わ
せ
／
沼
川
み
の
り
公

園
管
理
運
営
協
議
会
（
北
宗

谷
農
協
沼
川
支
所
内
）

　
緯
７
４
―
２
１
１
１

「
命
の
バ
ト
ン
」
で
安
心
の
あ
る
生
活
を
！

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

森林公園キャンプ場の開森林公園キャンプ場の開園園

　5月1日(土)～10月31日(日)まで施設の利用が

できます。ウォーキングや

バーベキュー、キャンプな

どにぜひご利用ください。

救急医療情報キット（イメージ救急医療情報キット（イメージ））

「
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
絵
本

を
楽
し
も
う
、
絵
本
を
通
じ
て

喜
び
を
分
か
ち
合
お
う
。」
の
呼

び
か
け
で
始
ま
っ
た
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
が
、
世
界
各
地
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
も
７
年
前
か
ら
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
が
始
ま
り
、

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

活
動
内
容
と
し
て
は
、
毎
月

開
か
れ
る
「
７
～
８
か
月
乳
児

健
康
相
談
」
に
き
た
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
保
護
者
に
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
気
軽
な

話
し
相
手
に
な
る
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
、
絵
本
が
好

き
な
方
、
子
育
て
を
応
援
し
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
会
わ
せ
／

　
市
保
健
課

　
緯
２
３
―
４
０
０
０

　
市
立
図
書
館

　
緯
２
３
―
３
８
７
４
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稚内市は、苛日本環境協会の承認を得て、エコマークをシンボルマークとして使用しています。 この広報紙は、エコマーク認定の古紙配合率100％再生紙と環境にやさしい大豆インキを使用しています。

「コロヨシ！！」「コロヨシ！！」　

三崎亜記・　　　　　　　　　　　　　三崎亜記・著著 角川書店 　角川書店

20XX年、掃除は日本固有のスポーツとして連綿　20XX年、掃除は日本固有のスポーツとして連綿とと

続きつつも、何らかの理由により統制下におかれ続きつつも、何らかの理由により統制下におかれてて

いた。高校で掃除部に所属する樹は、誰もが認めいた。高校で掃除部に所属する樹は、誰もが認めるる

才能を持ちながらも、どこか冷めた態度で淡々と才能を持ちながらも、どこか冷めた態度で淡々と掃掃

除を続けている。しかし、謎の美少女・偲の登場に除を続けている。しかし、謎の美少女・偲の登場によよ

り、そんな彼に転機が訪れ…。り、そんな彼に転機が訪れ…。　

掃除がスポーツになっているという設定が面　掃除がスポーツになっているという設定が面白白

かったです。主人公が競技としている掃除は舞のかったです。主人公が競技としている掃除は舞のよよ

うなものですが、その描写が清冽できれいだなとうなものですが、その描写が清冽できれいだなと思思

いました。周囲の高校生・キャラクターも魅力的ないました。周囲の高校生・キャラクターも魅力的な、、

ＳＦ風味の入った青春小説です。ＳＦ風味の入った青春小説です。　

～一般書～

「龍馬『海援隊』と岩崎弥太郎『三菱商会』」　…童門冬二・著

「ＦＢＩ捜査官が教える『しぐさ』の心理学」　…ジョー・ナヴァロ・著

「感応連鎖」　…朝倉かすみ・著

「怨霊の古代史  蘇我・物部の抹殺」　…戸矢学・著

「日野原重明の『こころ』と『からだ』の相談室  60歳からの幸せ問答」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…日野原重明・著
～児童書～

「にこちゃんのママのて」　…あきやまただし・作・絵

「べべべんべんとう」　…さいとうしのぶ・作・絵

「めざせ！キッズ・ライブラリアン1  図書館のヒミツ  図書館が大好きになる」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…二村健・監修

「劣等生の東大合格体験記」　…石黒達昌・著

「郷土を作った偉人事典  47都道府県」　…上田考俊・監修

煙市立稚内病院へ　葛片倉　悦蔵　葛小川　アキ　葛佐野　和子
煙特別養護老人ホーム富士見園へ　葛小川　アキ　葛戸川　好治
　葛清水　武則　葛カウンセラークラブ　葛港小学校ＰＴＡ教養部
煙デイサービスセンター潮見園へ　葛渡辺　治夫　葛戸川　好治
　葛白樺町内会婦人部
煙稚内緑風苑へ　葛鈴木　博幸
煙稚内緑ヶ丘学園へ　葛稚内ひかり幼稚園
煙日本のてっぺん応援基金へ　葛㈱西條　葛谷　維紀
　葛シティわっかない　葛ショッピングセンターユアーズ

～ 開 館 時 間 の ご 案 内 ～

 火・金　10：00～20：00
 水・木・土・日　10：00～18：00

～ 休 館 日 ～

 毎週月曜日

 4月22日(木)

〔小ホール〕

入場料
時間

催物名曜日日月
終演開演

会員19：3018：30
稚内子ども劇場共通例会

「やまんばの木」
土244

総合文化センター  緯22－2727

文化センターイベント情報

※すべて無料です。ご不明な点がある場合はお問い合わせください。

問い合わせ／

市民生活課生活交通グループ　緯23－6413

《譲ってほしいもの》

煙そり　煙ソファー　煙スクリーン

煙プロジェクター　煙ベッドとマット(キングサイズ)

煙スポーツバック　煙ベビーサークル　煙アルトサックス

煙ドラム　煙ギター(アコースティックでもエレキでも可)

煙パークゴルフクラブ　煙自転車(20インチ・男の子用)

煙大谷幼稚園女児制服　煙東中女子制服(身長155cm)

煙スキー用品(身長155cm・靴24cm)

《譲りたいもの》

煙CDラジカセ(メーカー不明／ソニー製・Wカセット)

煙電動ミシン　煙犬用サークル　煙ベビー布団セット(未使用)

煙犬用ケージ　煙シングルベッド(引き出し付き)

煙丹前(未使用)　煙丹前下(未使用)

煙ガラス製テーブル(縦約50cm×横約100cm×高さ約40cm)

煙商工女子制服(ブレザーM・ベストL・スカート75cm)

煙カラオケ機械(ハチトラテープ30本・マイクなし／日立製・ハチ

　トラテープ30本・マイクあり／ハチトラテープ60本・カセット

　テープ20本・マイクあり)

〔大ホール〕

入場料
時間

催物名曜日日月
終演開演

大人2,000円

高校生以下  

      1,000円

15：00
稚内北斗ライオンズクラブ15周年記念事業

米村でんじろう「サイエンスショー」
土244

無料13：00小さな音楽家たちのコンサート2010日165
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大
会
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参
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さ
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る
方
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お
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み
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だ
さ
い
。

煙
開
催
日
　
７
月
　
日
（
日
）

１１

煙
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象
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歳
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上
（
４
月
１
日
現
在
）

１５で
身
体
障
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者
手
帳
、
ま
た

は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

煙
障
が
い
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別
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体
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い
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肢
体
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由
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視
覚
障
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い
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覚
障
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い
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交
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、
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活
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者
間
交
流
、

地
域
と
の
交
流
を
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か
る
支
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を
し
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い
ま
す
。
ぜ
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用
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だ
さ
い
。

煙
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日
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除
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）
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時
～
　
時
１８
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ボ
ラ
ン
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ア
募
集集
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ら

の
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　「
あ
く
て
ぃ
ー
」
で
は
、

市
内
で
暮
ら
す
障
が
い
の

あ
る
方
の
様
々
な
支
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行
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い
ま
す
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こ
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楽
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年
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で
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協
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け
る
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は
上
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の
問
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先
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で
ご
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く
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い
。

今大会のシンボルマー今大会のシンボルマークク




